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７
　
遺
跡
及
び
木
簡
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遺
構
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概
要

池
ケ
谷
遺
跡
は
静
岡
平
野
の
北
西
部
、
賤
機
丘
陵
の
東
裾
近
く
に
位
置
す
る
。

安
倍
川
一扇
状
地

（駿
府
城
跡
を
と
り
囲
む
海
抜
一
八
ｍ
の
等
高
線
に
ほ
ぼ
相
当
）
の
外

周
に
は
、
洪
水
流
に
よ
る
自
然

堤
防
と
後
背
湿
地
と
が
形
成
さ

れ
て
い
る
。
北
安
東
か
ら
柳
新

田
に
延
び
る
自
然
堤
防
は
そ
の

ひ
と
つ
で
あ
り
、
遺
跡
は
そ
の

嗣

北
側
の
低
地
に
位
置
し
て
い
る
。

岡。

現
地
表
面
の
標
高
は
お
よ
そ

一

鱒

Ｏ
ｍ
で
あ
る
。
駿
河
国
府
の
所

在
地
で
あ
る
安
倍
郡
に
属
す
る

が
、
国
府
の
位
置
は
推
定
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
近
年
、
そ
れ
に
関
連
す

る
と
考
え
ら
れ
る
遺
構
が
調
査
さ
れ
て
い
る
（駿
府
町
　
城
内
中
学
校
）。

池
ケ
谷
遺
跡
の
調
査
は

一
般
国
道

一
号
静
清
、ハ
イ
パ
ス
の
建
設
に
と
も
な
う

事
前
調
査
で
、　
一
九
八
七
年
度
の
静
岡
市
教
育
委
員
会
の
確
認
調
査
に
よ
っ
て

平
安
時
代
と
方
生
時
代
頃
の
二
時
期
の
水
田
跡
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

一
九
八
八
年
度
よ
り
三
カ
年
の
現
地
調
査
が
予
定
さ
れ
、
初
年
度
は
現
用
道
路

に
よ
っ
て
分
割
さ
れ
た
七
つ
の
区
画
の
う
ち
六
区
と
七
区
の
一
部
に
つ
い
て
上

層
遺
構

（平
安
時
代
）
の
調
査
を
実
施
し
た
。

そ
の
結
果
、
規
模
の
違
う
二
種
類
の
Ｌ
が
検
出
さ
れ
た
。
幅
二
ｍ
以
上
の
大

畦
が
南
北
方
向
に
三
本
、
東
西
方
向
に
二
本
検
出
さ
れ
、
こ
の
う
ち
南
北
方
向

の
三
本
の
大
畦
に
は
多
く
の
杭
が

一
部
横
板
を
と
も
な
い
な
が
ら
打
ち
込
ま
れ

て
お
り
、
そ
れ
に
と
も
な

っ
て
大
足
や
挽
物
、
曲
物
な
ど
の
容
器
類
、
火
お
こ

し
具
な
ど
が
出
上
し
た
。
ま
た
、
六
区
で
は
南
北
方
向
の
大
畦
に
換
ま
れ
て
水

路
が
検
出
さ
れ
、
そ
の
中
か
ら
も
多
く
の
木
製
品
が
出
上
し
た
。

こ
の
水
田
は
六
区
と
七
区
で
検
出
さ
れ
た
南
北
方
向
の
大
畦
間
の
距
離
が
約

一
〇
九
ｍ
で
、
条
里
地
割
の
一
町
に
相
当
し
、
さ
ら
に
そ
れ
に
直
交
す
る
大
畦

が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
条
里
制
に
基
づ
く
水
田
で
あ
る
可
能
性
が
大
き
い
。

共
伴
す
る
土
器
類
の
出
土
は
僅
少
で
時
期
の
確
定
は
し
が
た
い
が
、
九
世
紀
代

に
お
さ
え
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

遺
物
と
し
て
注
目
さ
れ
る
も
の
に
は
、
木
簡
な
ど
の
文
字
資
料
の
他
、
鎌

・

斧
な
ど
の
鉄
製
品
、
神
功
開
宝
な
ど
の
金
属
製
品
が
あ
る
。
ま
た
、
六
区
の
大



畦
の
中
か
ら
出
上
し
た
大
足
は
ほ
ぼ
完
全
な
形
を
と
ど
め
て
い
る
。
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木
簡
の
釈
文
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①
は
水
田
に
と
も
な
う
水
路
か
ら
出
上
し
た
も
の
で
、
下
端
は
両
側
か
ら
削

っ
て
と
が
ら
せ
て
い
る
。
現
状
は
〇
五

一
型
式
で
あ
る
が
、
上
端
は
裏
面
に
刃

物
痕
が
残
り
、
二
次
的
に
切
断
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
第
三
字
、
第

四
字
の
横
画
は
木
筒
の
側
縁
い
っ
ぱ
い
に
ま
で
及
ん
で
お
り
、
原
形
は
不
詳
と

判
断
さ
れ
る
。
墨
痕
は
鮮
明
で
、
上
二
文
字
は
草
書
風
、
下
三
文
字
は
楷
書
風

で
書
体
に
差
が
あ
る
。
板
目
。

「安
居
女
」
は
、
類
似
す
る
男
性
名
と
し
て

「安
居
床
呂
」
が
確
認
で
き
る

の
で
令
東
大
寺
奴
婢
帳
し
、
女
性
名
と
考
え
ら
れ
る
。

②
は
水
田
の
耕
作
土
層
中
よ
り
出
上
し
た
も
の
で
、
上
端
に
刃
物
痕
を
と
ど

め
て
い
る
。
表
面
の
上
部
は

一
部
出
土
以
前
の
損
傷
を
被
り
、
原
状
を
と
ど
め

て
お
ら
ず
、
明
確
な
墨
痕
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
下
に
二
字
分

の
墨
痕
が
観
察
さ
れ
る
。
板
目
。

他
に
墨
痕
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
付
札
状
の
形
態
を
有
す
る
木
製
品
が
四
点

存
在
す
る

（〇
三
二
あ
る
い
は
〇
二
九
型
式
三
点
、
柾
目
え
び
板
目
。
〇
三
一
型
式
一

点
、
板
目
。
水
路
及
び
畦
の
盛
土
内
か
ら
出
土
）。
こ
れ
ら
木
簡
の
機
能
の
解
明
は
遺

跡
周
辺
の
理
解
に
重
要
な
意
味
を
付
与
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

さ
ら
に
本
遺
跡
の
文
字
資
料
と
し
て
は
、
焼
火
箸
で

「丈
」
と
刻
さ
れ
た
曲

物
の
側
板
が

一
点
あ
り
、
他
に
挽
物
の
杯
外
底
に
や
は
り
焼
火
箸
痕
を
と
ど
め

る
も
の
が
あ
る

（釈
読
不
能
）。

な
お
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
原
秀
三
郎
、
鬼
頭
清
明
、
湯
之
上
隆
各

氏
の
ご
指
導
を
賜
わ

っ
た
。
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